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現在、「プレミアム焼酎」と呼ばれる、定価の何倍に
も市場価格が高騰している焼酎が多数存在している。 
 
 
 
通常、企業はその商品の価値やブランド力が向上し、
需要が高まると、供給価格をつり上げる。 
 
 
 
しかし、プレミアム焼酎は、定価の数倍で市場取引さ
れるほど需要が高まっているにもかかわらず、蔵元は
販売価格を引き上げない。 
 
 

 
 
 

 合理的なマーケティング 非 
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どうして価格を上げないの？ 

どのようにしてプレミアム化したの？ 
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2.焼酎とは . . . ? 

 無味無臭の焼酎 

 原料の香味成分が
溶け込みやすい 

 
 特有の芳香と風味 

焼酎 

連続式蒸留 

焼酎（甲類） 

単式蒸留 

焼酎（乙類） 

 
 
 
 
 
 本格焼酎 

5 2011/12/21 



6 

魔王 森伊蔵 村尾 
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3.プレミアム焼酎 
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 【定義】 

• メーカーが希望する、または実際に消費者に直売してい
る小売価格を大きく上回る価格で取引、販売されている
希尐性の高い焼酎 

 【特徴】 

• 第三次焼酎ブームにおいて呼称誕生 

• 市場の需要に供給が追い付いていない 
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3-1 プレミアム焼酎の比較 

森伊蔵 魔王 村尾 

原材料 
ｺｶﾞﾈｾﾝｶﾞﾝ 
米麹 

ｺｶﾞﾈｾﾝｶﾞﾝ 
米麹 

ｺｶﾞﾈｾﾝｶﾞﾝ 
米麹 黒麹 

度数 25度 25度 25度 

蔵元 森伊蔵酒造 白玉醸造 村尾酒造 

定価（1升瓶） 2,500円 2,468円 1,950円 

市場価格 
20,000円～ 

30,000円 
10,000円～ 

20,000円 
13,000円～ 

14,000円 

8 
森伊蔵が最も高い市場価格で取引されている！ 
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4.森伊蔵とは・・・？ 
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4-1 森伊蔵の紹介 

製造年月日 

杜氏 

度数 

蒸留方法 

原材料 

蔵元 

定価 

1988年12月15日 

森伊蔵酒造 

コガネセンガン 米麹(白麹) 

常圧蒸留 

森覚志(5代目) 

25度 

2,500円(1800ml) 

10 2011/12/21 



4-2 誕生の経緯 

森伊蔵 

錦江 

高品質の 
原料 

消費者が 
直接店まで 
買いにくる 
焼酎 

紫外線を 
通さないビン 

180度 

 
錦江ってどんな焼酎？ 

 
 
 
 
 
 

① イモくさい 

② 大手メーカーのCMで駆逐 

③ 近所の人以外に全く売れず 
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5.焼酎ブーム 

1960 2011 ‘00 90 80 70 

      白色革命 
 「6：4のお湯割り」 
 焼酎が全国で注目 

九州        2.5～5倍 
九州外    3.2倍 

第１次焼酎ブーム 

〈消費量〉 

 甲類焼酎・麦焼酎ブーム 
 チューハイブーム 
 技術革新 

九州        1.9倍 
九州外    8.4倍 

第２次焼酎ブーム 

〈消費量〉 

芋焼酎ブーム 
プレミアム焼酎の呼称登場！ 

第３次焼酎ブーム 

       酒税75％UP 
 
 

酒税法改定 

〈消費量〉 
本格焼酎 3.6％減 
甲類焼酎 16.3％減 
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5-1 第３次焼酎ブーム【2002年～】 

焼酎類全体の出荷量が日本酒の出荷量を約50年ぶりに上回る。 
 
2000年～2004年の焼酎消費量平均成長率は6.5％を記録。 
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＜ブームが起きた背景＞ 

① 消費者の個性化 

② 健康志向の時流 

 

＜特徴＞ 

 本格焼酎ブーム(乙類) 

プレミアム焼酎の呼称誕生 

 焼酎バー等の出現 
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仮説 

Q. どうしてこれほど市場価格が高騰しているのか？ 

① 焼酎ブームがプレミアム化に起因している？ 

② 需給バランスが取れていないから？ 
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仮説① 焼酎ブームが森伊蔵のプレミアム化に起因している？  

 

1999年 出荷本数 年間約10万本  

 

1988年 出荷本数 年間約1万本  

 
 発売以来、一貫して超過需要の状態が

続きそれに伴って生産数量を段階的に
引き上げていった。 

 1999年に最大生産量に到達 

 

焼酎ブーム以前に既に生産数量が生産能
力限界までに達していた。 

焼酎ブームが原因であれば、ブーム終焉後に需要が減り、 
価格または販売数量が下がる。 

焼酎ブーム終焉後も市場価格、販売数量に変動はなかった。 

焼酎ブームが起きる以前（1994年）からプレミアム価格で取引されていた。 

転売増加の原因は焼酎ブームではなくネットの普及によるものと考えられる。 
e.g.)1999年9月 Yahooオークションの立ち上げ 

BUT 

10倍 
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仮説① 焼酎ブームがプレミアム化に起因している？  

 

       酒税75％UP 

酒税法改定 

’00～’04年度平均成長率6.5％ 

第３次焼酎ブーム 

       前年比3.0％減 

9年ぶりにマイナス成長 

焼酎ブーム終焉 

(年度) 

(千kl) 

限界生産量到達 
年間10万本 

森伊蔵 

出典：国税庁、日経新聞’08/01/23 2011/12/21 
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仮説 

Q. どうしてこれほど市場価格が高騰しているのか？ 

① 焼酎ブームがプレミアム化に起因している？ 

② 需給バランスが取れていないから？ 
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森伊蔵酒造へインタビュー 

日時：2011年11月2日 13：00～15：00 
場所：鹿児島県 森伊蔵酒造  
インタビューイー：森覚志 

インタビューアー：梶本、桒畑、新川、 
             出島、宮崎 
 
日時：2011年11月10日 10：30～13：00 
場所：鹿児島県 森伊蔵酒造  
インタビューイー：森覚志 
インタビューアー：梶本、宮崎 18 2011/12/21 



6.森伊蔵のマーケティング戦略 
6-1 こだわった原材料 

高隅山系の伏流水 

麹米には福島のコシヒカリ 

酵母菌は県産2号酵母菌使用 
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6-2 原材料と川上統合 

• 鹿児島県曽於市にある農家7軒と契約して、 

   厳選されたコガネセンガンを仕入れている。 
 

 

<流通経路> 

 

 

契約農家 森伊蔵酒造 

依頼 

供給 
852 

川上統合 

高品質の原料を安定的に供給できる 20 

有機栽培、均一な大きさ、傷がない、 
腐敗がない 
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6-3 常圧蒸留の理由 

芋本来の味をしっかりと出すため。 
 

減圧蒸留だと蔵ごとの芋焼酎の味の差別
化が難しくなるため。 

 

しかし芋臭くなるという問題が・・・ 
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6-4 かめ壺仕込み 

【遠赤外線効果】 

水の分子を小さくし、 
水の働きを活性化する。 

【自然対流】 【焼酎が呼吸できる】 

かめにある無数の小さな気孔を通して
もろみや酵母がゆっくりと呼吸できる。 
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6-5 なぜ2次仕込みもかめ壺仕込みなのか？ 

【特徴】 

①自然対流 
②遠赤外線効果がある。 
③焼酎が呼吸する。 

味がまろやかになり、芋臭くなくなる 
 

森伊蔵は味にこだわっているので非効率だとは分かっ
ていても2次仕込みもあえてかめ壺仕込みをしてきた。 

23 2011/12/21 



森伊蔵酒造 
（メーカー） 

酒屋 
(流通業者) 

消費者 

販売 販売 

1988年 プッシュ戦略 
 
発売当初、森伊蔵はほとんど売れなかったため知り合いの酒屋に 
森伊蔵を販売してもらうように頼んでいた。 

6-6 チャネル戦略(間接販売) 
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しかし、1年後には店頭に行列が・・・ 
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鹿児島 
14 

宮崎 
2 

東京 
7 

愛知 
2 

神奈
川 
4 

山口 
1 

千葉 
1 

群馬 
1 

岐阜 
1 埼玉 

1 

大阪 
3 

福岡 
10 

愛媛 
1 

岡山 
1 

鳥取 
1 

和歌
山 
1 

京都 
3 

徳島 
1 

6-7 特約店制度の導入 

1990年 全国での販売を目指し特約店制度導入 

1998年 ＪＡＬと契約 

1999年 高島屋と特約店契約   
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1995年 NTTと契約し鹿児島市内に予約センター設立 

21人の交換手を配備 

先着順方式 

苦情多発 

1999年2月 NTT「電話予約自動受付システム」開始 
ナンバーディスプレイ機能を活用 
完全抽選方式 

1989年 店頭での予約販売を開始 
整理券配布方式 

6-8 チャネル戦略(直接販売) 
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日本各地に選択的チャネルを構築 

6-9 現在の森伊蔵の販売方法 

抽選販売 特約店へ販売 

月に1升瓶換算で8000本を生産 

抽選販売 
（1升瓶を4000本） 

ＪＡＬ、高島屋などの
特約店へ売切販売 
（4合瓶1万本） 
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7.まとめ 

森伊蔵の市場価格が高騰しているのは一般的には焼酎ブーム
のせいであると思われていた。 

 

 

28 

BUT 

実際、森伊蔵酒造は焼酎ブームが主たる原因ではなく森伊蔵酒造
によるマーケティング戦略が大きな役割を果たしていたと言える。 

・上流への垂直統合 
・発売当初からの徹底した垂直的製品差別化戦略 
・生産数量を売り切るための選択的なチャネル戦略と直売システムの併用 
 
 
 

安定顧客の囲い込みこそが、プレミアム焼酎としての森伊蔵のブランドの持続
的な発展に寄与している。 2011/12/21 



8.今後の課題 

森伊蔵だけでなく魔王や村尾といったその他のプレミ
アム焼酎についてのプレミアム化のメカニズムを詳しく
分析する。 
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